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2022 年度「連合・愛のカンパ」助成事業報告書（中央・地域） 

 

団 体 名：特定非営利活動法人アジアクラフトリンク 

 

代表者名：理事長 斎藤 秀一 

 

１．助成事業名 ミャンマー・バゴー市の木工産業振興のための生産者支援事業 

 
２．事業報告 

①実施時期：2022 年 4 月 1 日 ～ 2023 年 3 月 20 日 

 

②実施場所：ミャンマー連邦共和国バゴー地方域バゴー市 

 

③参加者数（対象者数）： 

・ 直接受益者：バゴー市の 85 工房 350 人の生産者 

・ 間接受益者：生産者家族 1400 人 

 

④具体的な実施内容： 

【未利用資源の活用】 

・ 当会が調達を仲介し、地域の木工品生産者への植林材の流通を支援した。 

・ 中規模の新たな木材乾燥機を 1機製作し、試験運転を実施した。特に乾燥が難しい

木材にも対応できるよう、ボイラー付属によるスチーム乾燥の試験導入を実施し

た。乾燥処理した木材は、地域の木工品生産者へ提供した。 

（達成された成果） 

・ 地域で 7 軒の工房が、日本市場向けに、植林材を用いた新商品 15 アイテムの生産を

開始した。うち 1軒は他工房より規模が大きく 2軒分程度の生産者が従事している。 

・ ボイラーを付属しない通常版の木材乾燥設備であれば、現地で調達可能な資材を用い

て約 1,800 千チャット（本事業支出換算レートで約 13 万円）の材料費で製作できる

ようになり、地域の木工品生産者らが導入を検討できる金額範囲で製作可能となっ

た。乾燥処理した木材が地域の生産者へ提供されることで、品質の安定した木工品を

生産できるようになった。 

 

【産業関係者の育成】 

・ 2022 年 11 月より、ミャンマー人講師によるビジネスマネジメント研修を毎月 1回（1

日）開始した。のべ 32 人が参加した。 

（達成された成果） 

・ 初めての試みであったため 2023 年 2 月までは試験実施とし、その結果を受けて同 3

月より本格的に開始することができた。今後も毎月 1回（1日）のペースで現地人材



（生産者、現地カウンターパート、現地スタッフ）向けに定期開催し、基礎的なビジ

ネススキルの習得機会を提供する。 

⑤「連合・愛のカンパ」助成金の使途内訳 

総事業費 3,473,666円 

支   出 収   入 

項  目 金  額（円） 項  目 金  額（円） 

木材調達費 500,000 連合助成金      500,000 

合  計 500,000 合  計 500,000 

※2023 年度の申請時もしくは助成事業終了時に提出をお願いします。 


